
ミネラルウォーターにおける
偏在の実情



自己紹介

◆本井晃一 モトイ コウイチ

◆1998年～11年間 栗田工業㈱にて勤務（プラントメンテ・新規事業）

◆2007年日本の天然水が育まれる水源を応援すべく、「利き水」

イベントなどをエコイベントなどにおいてボランティアで企画する。

◆2009年 「マザーウォーター株式会社」を起業

◆2012年 企業向けオリジナルウォーターを受託開始

◆現在は時間があれば日本各地の水源工場を回り、工場メンテナンスの

相談や水質解析のアドバイスを通じて、水源工場との関係作りを行う。



ミネラルウォーター市場の現状

◆コスト環境が極めて厳しい

・低価格化 800mlと2Lが同じ価格で売られている

・本来は原価（容器・工賃・物流）で30円～80円程度2Lが高い

・原材料、配送費用の値上げにより更に収益率が悪化している

・製造者、卸業者、小売業者の3者とも利益が出にくい商品。

工場工賃を除き、1本あたり1～数円の粗利益・・・

大型トラック1台で利益が約1万円～2万円・・・

◆なぜか？

・小売店の戦略上、来店促進用商材のため利益を取らず販売

→コストダウンのシワ寄せが中間流通、工場に来る



◆供給過多による競争の激化
70%のシェアを大手数社＋準大手が持ち、残り30％を200社余で奪い合う
構図が続いている
◆新しい市場が生まれない
店頭販売、通信販売、自動販売機など販売チャネルは限定的
◆製造会社の対策
生き残るために徹底的なコストダウンが必須！
大消費地である首都圏に近く、交通の便の良い場所を選ぶ
あらゆるものを集約化、大規模化しスケールメリットを得る

→ 「偏在させざるを得ない」

ミネラルウォーター市場の現状



偏在の状況（採水の偏在）

◆国内の都道府県別の採水量（出典：一般社団法人ミネラルウォーター協会）

1位：山梨県 4457%

2位：静岡県 1659%

3位：鳥取県 1051%

◆特定の井戸で大量に汲んでいる

→稀に井戸枯れ、河川水量の低下が起きることもある

水源林の保護活動など各メーカーが実施している。

上位3県で国内全採水量
の約72%を占める！



◆地域住民との関係

・水位低下による周辺農業への影響（水が来なくなる）

・大型車往来が多いところで1日30台以上（騒音・舗装の劣化・安全）

→ 大規模工場は地域感情との調整が必須

偏在の弊害 その他



では、分散化すべきなのか？

◆分散化による環境負荷の増大が懸念される。

→品質管理コスト、物流コスト、CO2排出量のアップなど

価格転嫁が出来ない状況下ではデメリットも多い・・

・・・どちらともいえません

もしも、800ml：180円、2L：300円で売れるのなら分散は可能



マザーウォーターは何をしているか？

大手企業の「逆」 分散製造を目指す
◆小ロットのオリジナルウォーターを受託

◆小規模の水工場でなければ対応が出来ない

少量多品種 × 多工場 ＝ オンリーワンの水が出来る

◆全国の連携工場へ細かく割り振り、物流まで小口需要に応える

→ロット（1/100に）

→納期（最短2週間）

→印刷版代（不要）

これまでの不可能を可能に
商品化に必須な項目の
ハードルを下げた

コスト競争に勝てない工場でも仕事がある状況を作りたい



◆単にお客様の希望を叶えたいから
◆お客様に「自分が手掛けた水だ」という愛着を芽生えさせ、
水源について意識を向けて欲しいから
◆外資への水源工場の売却を阻止したいから！
仕事があれば売られないはず

→水源＆工場がセットの中古水工場は最高に魅力的
既に何件も売買が成立している・・・・
売主の本音は、売れない水を作っても意味が無い・・
跡継ぎもいないのでどうなってもいい・・
現金さえ入れば相手は誰でもいい・・

なぜ分散製造を行うか？



◆個人で・・・

故郷のミネラルウォーターを買って、飲みながら昔を懐かしむ

複数の水を購入し、珈琲などを淹れて楽しむ・・・違いに気づけます

◆お勤めの会社で・・・

用途の広い「自社オリジナルウォーター」を検討してみる

（お気軽にお問い合わせください！ info@motherwater.co.jp）

・・・・・・少し、ミネラルウォーターの「偏在」は解消されるかと

ニッポンの水源を守るために出来る事
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LINE
ローソン
保存水

日本郵便 Audi LOUIS
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小ロット多品種での導入事例

横浜DeNA

ベイスターズ

丸山珈琲

横須賀の水使用 LVの森の水使用



オリジナルウォーターを通じた
森林・水源の保全とCSR活用

ﾃｲｸｱﾝﾄﾞｷﾞｳﾞ・ﾆｰｽﾞ様

当社がご提供させて頂くオリジナルウォーターは、単なる消耗品的なペットボトル飲料ではありません。
寄付先のパートナーと共に森林保護、CO2オフセットに直結する寄付プログラムがございます。
CSRや社内外へ向けた企業ロイヤリティアップを視野に入れたブランディングツールとしてご検討ください。

ルイ･ヴィトン・ジャパン様

寄付先
（御社からの直接寄付でもかまいません）
◆一般社団法人more trees

◆NPO法人 森のライフスタイル研究所
◆公益社団法人 国土緑化推進機構
◆白神山地水源ＮＰＯ
◆その他御社ご指定の団体等

自然環境への取り組みを大切な顧客やゲストに伝える
シンプルなモノにも細かい配慮がある企業イメージ作りを担います。

＝新しい ブランド・コミュニケーション・ツール となります。



商 号 マザーウォーター株式会社
東京都渋谷区代々木1-51-7

www.motherwater.co.jp

設 立 2009年10月
資本金 3,850,000円
代表者 代表取締役 本井晃一

略歴 1998年栗田工業(株)入社
水処理の機器メンテナンス
水関連事業開発など11年間勤務の後
2009年9月マザーウォーター㈱を起業

主な事業
・オリジナルミネラルウォーターの開発
・製造・卸・小売り事業
・新規水工場計画及び
ミネラルウォーターに関するコンサルティング
水質解析

Mail : info@motherwater.co.jp
Ｔel ： ０３－６３６５－５９５０

会社概要

2008年 7月 ナチュラルローソンの協力を頂き量り売りなどをプロジェクトとしてテスト
2009年10月 プロジェクトの法人化

11月 東京都荒川区にてニッポンの天然水×ボトルショールームを開設
携帯位置ゲー「コロプラ」との業務提携

2010年 8月 地サイダー企画
9月 「白神山地のめぐみ」をナチュラルローソンにて発売

2011年 1月 天然水と地元生産米をセットした企画商品 発売
12月 ローソン「ロッピーネットショッピング」にて2L天然水を共同開発

2012年 8月 18L入りバッグインボックスタイプ 熊本県阿蘇山育ちのおいしい水発売
7月 ルイ・ヴィトン・ジャパン向けPBウォーターの受託製造開始
8月 新潟県魚沼育ちのおいしい水発売

2013年 2月 シリカ機能水「百年美人」開発発売
8月 経済産業省「クールジャパンの芽事業」採択
10月 NEXCO中日本のオリジナルウォーターの受託製造を開始
10月 RIZAP向け専用機能水受託
11月 インド国際トレードショーに初出展。
11月 日本郵便向けポスト型ウォーターをJPローソンや郵便局カタログにて販売開始

2014年 2月 スペシャルティコーヒー「専用抽出水」開発
7月 ロシア向けミネラルウォーター輸出を開始

2018年 1月 シリカ炭酸水発売
2016年 7月 缶入り水素水 南アルプス育ちのおいしい水素水を発売

8月 丸山珈琲向け「基準水」の共同開発
9月 LIXIL向け専用水の受託

2017年 3月 横浜DeNAベイスターズ横須賀市走水の湧水を使用したオリジナル水開発



ありがとうございました！


